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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成24年11月22日(2012.11.22)

【公開番号】特開2011-108452(P2011-108452A)
【公開日】平成23年6月2日(2011.6.2)
【年通号数】公開・登録公報2011-022
【出願番号】特願2009-261172(P2009-261172)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｈ  50/38     (2006.01)
   Ｈ０１Ｈ  50/14     (2006.01)
   Ｈ０１Ｈ  50/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｈ  50/38    　　　Ｈ
   Ｈ０１Ｈ  50/14    　　　Ｔ
   Ｈ０１Ｈ  50/18    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成24年10月4日(2012.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定接点と、前記固定接点に対する接近離隔方向に変位可能な可動接点と、可動子と、
前記可動子を駆動する駆動部と、前記可動子の駆動に基づいて前記可動接点を押圧する押
圧部と、前記固定接点と前記可動接点と前記固定接点及び前記可動接点の間隙の少なくと
もいずれかの外周側に露出されて配置された磁性体と、を含むことを特徴とする電磁継電
器。
【請求項２】
　前記磁性体が、前記固定接点の前記外周側に位置する固定側磁性体を含むことを特徴と
する請求項１に記載の電磁継電器。
【請求項３】
　前記磁性体が、前記間隙の前記外周側に位置する間隙側磁性体を含むことを特徴とする
請求項２に記載の電磁継電器。
【請求項４】
　前記間隙側磁性体が前記外周側に窪む凹部を含むとともに、当該凹部の前記接近離隔方
向の長さが前記外周側に向かって小さくなることを特徴とする請求項３に記載の電磁継電
器。
【請求項５】
　前記凹部がＶ字溝形状を含むことを特徴とする請求項４に記載の電磁継電器。
【請求項６】
　前記凹部の前記接近離隔方向の長さが前記外周側に向かって階段状に小さくなることを
特徴とする請求項４又は５に記載の電磁継電器。
【請求項７】
　前記固定接点に接続される固定側バスバー端子と、前記可動接点に接続される可動側バ
スバー端子を含み、前記固定側バスバー端子及び前記可動側バスバー端子にそれぞれ接続
される信号端子を含むことを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の電磁継電器
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【請求項８】
　前記駆動部が鉄心とヨークとコイルを含み、前記コイルに接続される制御端子を含むと
とともに、前記制御端子及び前記信号端子がプレスフィット部分を有することを特徴とす
る請求項７に記載の電磁継電器。
【請求項９】
　前記可動子が永久磁石を挟持する一対の接触子を含むととともに、前記可動子の駆動に
伴って、前記一対の接触子の前記鉄心及び前記ヨークに対する接触態様が変更可能である
ことを特徴とする請求項８に記載の電磁継電器。
【請求項１０】
　前記駆動部及び前記可動子を保持する筐体を含み、当該筐体の表面側に前記制御端子を
実装することを特徴とする請求項９に記載の電磁継電器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記の問題を解決するため、本発明に係る電磁継電器は、
　固定接点と、前記固定接点に対する接近離隔方向に変位可能な可動接点と、可動子と、
前記可動子を駆動する駆動部と、前記可動子の駆動に基づいて前記可動接点を押圧する押
圧部と、前記固定接点と前記可動接点と前記固定接点及び前記可動接点の間隙の少なくと
もいずれかの外周側に露出されて配置された磁性体と、を含むことを特徴とする。
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